４．ＳＡＧＥ－Ｄ：構造分析－構造分析
４－０．ＳＡＧＥシステムの設定
　　　ＳＡＧＥシステム起動時は、「グラフのみ」が設定されています。
　　　以下（１）、（２）の処理は、ＳＡＧＥシステム設定が変更されている場合に行ってください。
（１）初期画面
　　　ＳＡＧＥ－Dシステムを起動すると最初に表示されます。
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　　　ここで、「ＳＡＧＥシステム設定」のオプションボタンを選択し、実行ボタンをクリックします。
（２）ＳＡＧＥシステム設定画面
　　　ＳＡＧＥシステム実行時のグラフの表示方法を選択します。
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　　　表で数値情報を確認してからグラフを作成するときは、「表よりグラフを作成」のオプションボタンを選択し、実行ボタンをクリックします。
４－１．年次推移の表示
（１）初期画面
　　　ＳＡＧＥ－Dシステムを起動すると最初に表示されます。
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　　　ここで、「ＳＡＧＥ－Ｄ」のオプションボタンを選択し、実行ボタンをクリックします。
（２）ＳＡＧＥ－Ｄ メニュー画面
　　　ＳＡＧＥ－Ｄ のメニュー画面が表示されます。
　　　実行したい処理のオプションボタンを選択し、実行ボタンをクリックします。
　　　この例では、「構造分析」のオプションボタンを選択し、実行ボタンをクリックします。
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（３）構造分析メニュー画面
　　　構造分析のメニュー画面が表示されます。
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　　　実行したい処理のオプションボタンを選択し、実行ボタンをクリックします。
　　　この例では、「構造分析」のオプションボタンを選択し、実行ボタンをクリックします。
（４）疾病選択
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　　　処理する疾病名（死因名）を選択します。
　　　この例では、「総死亡」をクリックします。
（５）処理選択
　　　どのような処理を行うかを選択します。
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　　　この例では、「年次推移」をクリックします。
（６）地域選択
　　　処理する地域を選択します。
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　　　この例では、「日本」をクリックします。
（７）処理の確認
　　　処理を実行する場合は実行ボタンをクリックします。
　　　注）全ての条件が選択された時点で、実行ボタンがクリックできるようになります。
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　　　　　条件が全て選択されていない場合は、実行ボタンは無効となります。
（８）描画条件入力画面
　　　縦軸の目盛りの大きさを入力し、実行ボタンをクリックします。
　　　最大値／４の値より大きい、切りの良い値を入力してください。
　　　初期値として最大値／３が入力されています。
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　　　この例では、150000 を入力し、実行します。
（９）完成したグラフ
　　　縦軸の１目盛りが 150000 になっていることが確認できます。
　　　印刷　：グラフを印刷します。
　　　閉じる：グラフを閉じます。
[image: image11.png]Mo 1BEYE?

o MAX/4
o MAX/4
o MAX/4
o MAX/4

286
4738
465
315

500

Fetlh





４－２．世代マップの表示
「４－１．年次推移」の（１）～（３）と同様の処理を行い、疾病選択画面を表示します。
（１）疾病選択
　　　処理する疾病名（死因名）を選択します。
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　　　この例では、「総死亡」をクリックします。
（２）処理選択
　　　どのような処理を行うかを選択します。
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　　　この例では、「世代マップ」をクリックします。
（３）地域選択
　　　処理する地域を選択します。
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　　　この例では、「日本」をクリックします。
（４）性別選択
　　　処理する性別を選択します。
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　　　この例では「男子」をクリックします。
（５）処理の確認
　　　処理を実行する場合は実行ボタンをクリックします。
　　　注）全ての条件が選択された時点で、実行ボタンがクリックできるようになります。
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　　　　　条件が全て選択されていない場合は、実行ボタンは無効となります。
（６）描画条件入力画面
　　　世代マップ描画の下限値と間隔を入力し、実行ボタンをクリックします。
　　　初期値として下限値、間隔ともに最大値／14が入力されています。
　　　下限値の入力：現在入力されている値を削除し、数値キーで下限値を入力してください。
　　　間隔の入力　：“自動設定”ボタンを選択すると、下限値の値が設定されます。
　　　　　　　　　　“手入力”ボタンを選択すると、現在入力されている間隔の値が削除され、
　　　　　　　　　　　入力待ち状態になります。
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　　　この例では、下限値、間隔ともに 10000 を入力し、実行します。
（７）完成したグラフ
　　　凡例をみると、色分けの下限値、間隔ともに 10000 になっていることが確認できます。
　　　（６）で下限値や間隔を適切に変更することにより、自在に色分けができます。
　　　印刷　：グラフを印刷します。
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　　　閉じる：グラフを閉じます。
４－３．年齢分布図の表示
「４－１．年次推移」の（１）～（３）と同様の処理を行い、疾病選択画面を表示します。
（１）疾病選択
　　　処理する疾病名（死因名）を選択します。
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　　　この例では、「総死亡」をクリックします。
（２）処理選択
　　　どのような処理を行うかを選択します。
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　　　この例では、「年齢分布図」をクリックします。
（３）地域選択
　　　処理する地域を選択します。
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　　　この例では、「日本」をクリックします。
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（４）性別選択
　　　処理する性別を選択します。
　　　この例では「男子」をクリックします。
（５）処理の確認
　　　処理を実行する場合は実行ボタンをクリックします。
　　　注）全ての条件が選択された時点で、実行ボタンがクリックできるようになります。
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　　　　　条件が全て選択されていない場合は、実行ボタンは無効となります。
（６）描画条件入力画面
　　　縦軸の目盛りの大きさを入力し、実行ボタンをクリックします。
　　　最大値／４の値より大きい、切りの良い値を入力してください。
　　　初期値として最大値／３が入力されています。
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　　　この例では、 80000 を入力し、実行します。
（７）完成したグラフ
　　　縦軸の１目盛りが 60000 になっていることが確認できます。
　　　印刷　：グラフを印刷します。
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　　　閉じる：グラフを閉じます。
４－４．死亡率の表示
「４－１．年次推移」の（１）～（３）と同様の処理を行い、疾病選択画面を表示します。
（１）疾病選択
　　　処理する疾病名（死因名）を選択します。
　　　この例では、「総死亡」をクリックします。
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（２）処理選択
　　　どのような処理を行うかを選択します。
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　　　この例では、「死亡率」をクリックします。
（３）地域選択
　　　処理する地域を選択します。
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　　　この例では、「日本」をクリックします。
（４）性別選択
　　　処理する性別を選択します。
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　　　この例では「男子」をクリックします。
（５）処理の確認
　　　処理を実行する場合は実行ボタンをクリックします。
　　　注）全ての条件が選択された時点で、実行ボタンがクリックできるようになります。
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　　　　　条件が全て選択されていない場合は、実行ボタンは無効となります。
（６）描画条件入力画面
　　　世代マップ描画の下限値と間隔を入力し、実行ボタンをクリックします。
　　　初期値として下限値、間隔ともに（最大値－最小値）／14が入力されています。
　　　下限値の入力：現在入力されている値を削除し、数値キーで下限値を入力してください。
　　　間隔の入力　：“自動設定”ボタンを選択すると、下限値の値が設定されます。
　　　　　　　　　　“手入力”ボタンを選択すると、現在入力されている間隔の値が削除され、
　　　　　　　　　　　入力待ち状態になります。
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　　　この例では、下限値、間隔ともに 1000 を入力し、実行します。
（７）完成したグラフ
　　　凡例をみると、色分けの下限値、間隔ともに 1000 になっていることが確認できます。
　　　（６）で下限値や間隔を適切に変更することにより、自在に色分けができます。
　　　印刷　：グラフを印刷します。
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　　　閉じる：グラフを閉じます。
４－５．死亡率（年齢別）の表示
「４－１．年次推移」の（１）～（３）と同様の処理を行い、疾病選択画面を表示します。
（１）疾病選択
　　　処理する疾病名（死因名）を選択します。
　　　この例では、「総死亡」をクリックします。
[image: image33.png]ENRIE

B3

WET BF BF EUE IR

6

B &
"

8

9

13000
12000
11000
10000
9000
8000
7000

=[5

6000
5000
4000
3000
2000
1000




（２）処理選択
　　　どのような処理を行うかを選択します。
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　　　この例では、「死亡率（年齢別）」をクリックします。
（３）地域選択
　　　処理する地域を選択します。
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　　　この例では、「日本」をクリックします。
（４）性別選択
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　　　処理する性別を選択します。
　　　この例では「男子」をクリックします。
（５）処理の確認
　　　処理を実行する場合は実行ボタンをクリックします。
　　　注）全ての条件が選択された時点で、実行ボタンがクリックできるようになります。
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　　　　　条件が全て選択されていない場合は、実行ボタンは無効となります。
（６）描画条件入力画面
　　　世代マップ描画の下限値と間隔を入力し、実行ボタンをクリックします。
　　　初期値として下限値、間隔ともに（最大値－最小値）／14が入力されています。
　　　下限値の入力：現在入力されている値を削除し、数値キーで下限値を入力してください。
　　　間隔の入力　：“自動設定”ボタンを選択すると、下限値の値が設定されます。
　　　　　　　　　　“手入力”ボタンを選択すると、現在入力されている間隔の値が削除され、
　　　　　　　　　　　入力待ち状態になります。
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　　　この例では、下限値、間隔ともに 1000 を入力し、実行します。
（７）完成したグラフ
　　　凡例をみると、色分けの下限値、間隔ともに 1000 になっていることが確認できます。
　　　（６）で下限値や間隔を適切に変更することにより、自在に色分けができます。
　　　印刷　：グラフを印刷します。
　　　閉じる：グラフを閉じます。
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４－６．死亡率比の表示
「４－１．年次推移」の（１）～（３）と同様の処理を行い、疾病選択画面を表示します。
（１）疾病選択
　　　処理する疾病名（死因名）を選択します。
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　　　この例では、「総死亡」をクリックします。
（２）処理選択
　　　どのような処理を行うかを選択します。
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　　　この例では、「死亡率比」をクリックします。

（３）分子となる地域の選択
　　　分子となる地域を選択します。
　　　死亡率比は、ここで選択する地域の死亡率を（４）で選択する地域の死亡率で除したものです。
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　　　この例では、「東京都」をクリックします。
（４）分母となる地域の選択
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　　　分母となる地域を選択します。
　　　この例では、「日本」をクリックします。
（５）性別選択
　　　処理する性別を選択します。
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　　　この例では「男子」をクリックします。
（６）処理の確認
　　　処理を実行する場合は実行ボタンをクリックします。
　　　注）全ての条件が選択された時点で、実行ボタンがクリックできるようになります。
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　　　　　条件が全て選択されていない場合は、実行ボタンは無効となります。
（７）描画条件入力画面
　　　死亡率比描画の下限値と間隔を入力し、実行ボタンをクリックします。
　　　初期値として下限値には 0.30 、間隔には 0.10 が入力されています。
　　　下限値の入力：現在入力されている値を削除し、数値キーで下限値を入力してください。
　　　間隔の入力　：“自動設定”ボタンを選択すると、下限値の値が設定されます。
　　　　　　　　　　“手入力”ボタンを選択すると、現在入力されている間隔の値が削除され、
　　　　　　　　　　　入力待ち状態になります。
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　　　この例では、すべて既定値で描くので、そのまま実行します。
（８）完成したグラフ
　　　凡例をみると、色分けの下限値が 0.30 、間隔が 0.10 になっていることが確認できます。
　　　（７）で下限値や間隔を適切に変更することにより、自在に色分けができます。
　　　印刷　：グラフを印刷します。
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　　　閉じる：グラフを閉じます。

４－７．粗死亡率 推移の表示
「４－１．年次推移」の（１）～（３）と同様の処理を行い、疾病選択画面を表示します。
（１）疾病選択
　　　処理する疾病名（死因名）を選択します。
　　　この例では、「総死亡」をクリックします。
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（２）処理選択
　　　どのような処理を行うかを選択します。
[image: image49.png]ekl
wxnrs MBIEHT wxrer

&

MITEIR

iR

S

TERIER

i~ =]

& %

# oK #

B I

3 g W & w| 8

R WEE W . w| 2

wm koo & =
- SEITGHER R
BN S S 8¢ B R ghal
0 ) L 2 P o G




　　　この例では、「粗死亡率 推移」をクリックします。
（３）地域選択
　　　処理する地域を選択します。
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　　　この例では、「日本」をクリックします。
（４）処理の確認
　　　処理を実行する場合は実行ボタンをクリックします。
　　　注）全ての条件が選択された時点で、実行ボタンがクリックできるようになります。
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　　　　　条件が全て選択されていない場合は、実行ボタンは無効となります。
（５）描画条件入力画面
　　　縦軸の目盛りの大きさを入力し、実行ボタンをクリックします。
　　　最大値／４の値より大きい、切りの良い値を入力してください。
　　　初期値として最大値／３が入力されています。
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　　　この例では、300 を入力し、実行します。
（６）完成したグラフ
　　　縦軸の１目盛りが 300 になっていることが確認できます。
　　　印刷　：グラフを印刷します。
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　　　閉じる：グラフを閉じます。
４－８．15歳階級死亡率 推移の表示
「４－１．年次推移」の（１）～（３）と同様の処理を行い、疾病選択画面を表示します。
（１）疾病選択
　　　処理する疾病名（死因名）を選択します。
　　　この例では、「総死亡」をクリックします。
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（２）処理選択
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　　　どのような処理を行うかを選択します。
　　　この例では、「15歳階級死亡率 推移」をクリックします。
（３）地域選択
　　　処理する地域を選択します。
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　　　この例では、「日本」をクリックします。
（４）性別選択
　　　処理する性別を選択します。
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　　　この例では「男子」をクリックします。
（５）処理の確認
　　　処理を実行する場合は実行ボタンをクリックします。
　　　注）全ての条件が選択された時点で、実行ボタンがクリックできるようになります。
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　　　　　条件が全て選択されていない場合は、実行ボタンは無効となります。
（６）描画条件入力画面
　　　縦軸の目盛りの大きさを入力し、実行ボタンをクリックします。
　　　全年齢を対照とした最大値／４の値より大きい、切りの良い値を入力してください。
　　　初期値として全年齢を対照とした最大値／３が入力されています。
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　　　この例では、 5000 を入力し、実行します。
（７）完成したグラフ
　　　縦軸の１目盛りが 5000 になっていることが確認できます。
　　　印刷　：グラフを印刷します。
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　　　閉じる：グラフを閉じます。
４－９．年齢調整死亡率 推移の表示
「４－１．年次推移」の（１）～（３）と同様の処理を行い、疾病選択画面を表示します。
（１）疾病選択
　　　処理する疾病名（死因名）を選択します。
　　　この例では、「総死亡」をクリックします。
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（２）処理選択
　　　どのような処理を行うかを選択します。
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　　　この例では、「年齢調整死亡率 推移」をクリックします。
（３）地域選択
　　　処理する地域を選択します。
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　　　この例では、「日本」をクリックします。
（４）性別選択
　　　処理する性別を選択します。
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　　　この例では「男子」をクリックします。
（５）処理の確認
　　　処理を実行する場合は実行ボタンをクリックします。
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　　　注）全ての条件が選択された時点で、実行ボタンがクリックできるようになります。
　　　　　条件が全て選択されていない場合は、実行ボタンは無効となります。
（６）描画条件入力画面
　　　縦軸の目盛りの大きさを入力し、実行ボタンをクリックします。
　　　粗死亡率、各人口を対照とした最大値／４の値より大きい、切りの良い値を入力してください。
　　　初期値として粗死亡率、各人口を対照とした最大値／３が入力されています。
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　　　この例では、 500 を入力し、実行します。
（７）完成したグラフ
　　　縦軸の１目盛りが 500 になっていることが確認できます。
　　　印刷　：グラフを印刷します。
[image: image67.png]S
rorex EEHHT wreex B ISERTCE s

MITEIR

TERIER

EEd
ke




　　　閉じる：グラフを閉じます。
４－10．７か国年齢調整死亡率　推移の表示
「４－１．年次推移」の（１）～（３）と同様の処理を行い、疾病選択画面を表示します。
（１）疾病選択
　　　処理する疾病名（死因名）を選択します。
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　　　この例では、「総死亡」をクリックします。
（２）処理選択
　　　どのような処理を行うかを選択します。
[image: image69.png]MAX = 1391
60 5% - 74 A%

Mo 1BEYE?

o MAX/4
o MAX/4
o MAX/4
o MAX/4
4844 -
15252 @

MAX/4
MAX/4

5000

Fetlh




　　　この例では、「７か国年齢調整死亡率　推移」をクリックします。
（３）性別選択
　　　処理する性別を選択します。
　　　この例では「男子」をクリックします。
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（４）処理の確認
　　　処理を実行する場合は実行ボタンをクリックします。
　　　注）全ての条件が選択された時点で、実行ボタンがクリックできるようになります。
　　　　　条件が全て選択されていない場合は、実行ボタンは無効となります。
（５）描画条件入力画面
　　　縦軸の目盛りの大きさを入力し、実行ボタンをクリックします。
　　　最大値／４の値より大きい、切りの良い値を入力してください。
　　　初期値として最大値／３が入力されています。
　　　この例では、500 を入力し、実行します。
（６）完成したグラフ
　　　縦軸の１目盛りが 500 になっていることが確認できます。
　　　印刷　：グラフを印刷します。
　　　閉じる：グラフを閉じます。

４－11．３０歳階級死亡数　推移の表示
「４－１．年次推移」の（１）～（３）と同様の処理を行い、疾病選択画面を表示します。
（１）疾病選択
　　　処理する疾病名（死因名）を選択します。
　　　この例では、「総死亡」をクリックします。
（２）処理選択
　　　どのような処理を行うかを選択します。
　　　この例では、「30歳階級死亡数　推移」をクリックします。
（３）地域選択
　　　処理する地域を選択します。
　　　この例では、「日本」をクリックします。

（４）性別選択

　　　処理する性別を選択します。
　　　この例では「男子」をクリックします。

（５）処理の確認
　　　処理を実行する場合は実行ボタンをクリックします。
　　　注）全ての条件が選択された時点で、実行ボタンがクリックできるようになります。
　　　　　条件が全て選択されていない場合は、実行ボタンは無効となります。
（６）描画条件入力画面
　　　縦軸の目盛りの大きさを入力し、実行ボタンをクリックします。
　　　最大値／４の値より大きい、切りの良い値を入力してください。
　　　初期値として最大値／３が入力されています。
　　　この例では、 130000 を入力し、実行します。
（７）完成したグラフ
　　　縦軸の１目盛りが 130000 になっていることが確認できます。
　　　印刷　：グラフを印刷します。
　　　閉じる：グラフを閉じます。

４－12．３０歳階級死亡率　推移の表示
「４－１．年次推移」の（１）～（３）と同様の処理を行い、疾病選択画面を表示します。
（１）疾病選択
　　　処理する疾病名（死因名）を選択します。
　　　この例では、「総死亡」をクリックします。
（２）処理選択
　　　どのような処理を行うかを選択します。
　　　この例では、「30歳階級死亡率　推移」をクリックします。
（３）地域選択
　　　処理する地域を選択します。
　　　この例では、「日本」をクリックします。

（４）性別選択

　　　処理する性別を選択します。
　　　この例では「男子」をクリックします。
（５）処理の確認
　　　処理を実行する場合は実行ボタンをクリックします。
　　　注）全ての条件が選択された時点で、実行ボタンがクリックできるようになります。
　　　　　条件が全て選択されていない場合は、実行ボタンは無効となります。
（６）描画条件入力画面
　　　縦軸の目盛りの大きさを入力し、実行ボタンをクリックします。
　　　最大値／４の値より大きい、切りの良い値を入力してください。
　　　初期値として最大値／３が入力されています。
　　　この例では、 2000 を入力し、実行します。
（７）完成したグラフ
　　　縦軸の１目盛りが 2000 になっていることが確認できます。
　　　印刷　：グラフを印刷します。
　　　閉じる：グラフを閉じます。
４－13．年齢－暦年死亡率マップの表示
「４－１．年次推移」の（１）～（３）と同様の処理を行い、疾病選択画面を表示します。
（１）疾病選択
　　　処理する疾病名（死因名）を選択します。
　　　この例では、「総死亡」をクリックします。
（２）処理選択
　　　どのような処理を行うかを選択します。
　　　この例では、「30歳階級死亡率　推移」をクリックします。
（３）地域選択
　　　処理する地域を選択します。
　　　この例では、「日本」をクリックします。

（４）性別選択

　　　処理する性別を選択します。
　　　この例では「男子」をクリックします。
（５）処理の確認
　　　処理を実行する場合は実行ボタンをクリックします。
　　　注）全ての条件が選択された時点で、実行ボタンがクリックできるようになります。
　　　　　条件が全て選択されていない場合は、実行ボタンは無効となります。
（６）描画条件入力画面
　　　世代マップ描画の下限値と間隔を入力し、実行ボタンをクリックします。
　　　初期値として下限値、間隔ともに（最大値－最小値）／14が入力されています。
　　　下限値の入力：現在入力されている値を削除し、数値キーで下限値を入力してください。
　　　間隔の入力　：“自動設定”ボタンを選択すると、下限値の値が設定されます。
　　　　　　　　　　“手入力”ボタンを選択すると、現在入力されている間隔の値が削除され、
　　　　　　　　　　　入力待ち状態になります。
　　　この例では、下限値、間隔ともに 1000 を入力し、実行します。
（７）完成したグラフ
　　　凡例をみると、色分けの下限値、間隔ともに 1000 になっていることが確認できます。
　　　（６）で下限値や間隔を適切に変更することにより、自在に色分けができます。
　　　印刷　：グラフを印刷します。
　　　閉じる：グラフを閉じます。
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